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.Abstract.   

本研究では、地球温暖化が懸念されている中で、避暑の方法として打ち水から発想を得て、エ

アコンに代わる環境負荷の少ない冷却方法としてのミストの利用を検討した。実験では20回、60

回、100回のミスト噴射を行い、気温・湿度・体感温度を測定した。実験結果から、60回噴射時に

最も体感温度が低下し、100回噴射では湿度の上昇により体感温度が上昇する傾向が確認され

た。研究を通して、最適なミストの噴射量が存在し、ミストを適切に使用することが暑さ対策に有効

であることが示された。 
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１．序論 

（１）研究背景 

近年、地球温暖化の進行により、夏の気温上昇

が問題となっている。これに伴いエアコンの使用が

増加しているが、エアコンはエネルギー消費が多

く、環境負荷も高い。そのため、環境への負荷がよ

り少ない冷却方法が模索されている。そこで、「打ち

水」のように、水を利用して体感温度を低下させる

方法があることに着目し、ミストを利用して体感温度

を低下させる方法について研究を行うことにした。 

 

（２）研究の目的 

本研究は、ミストを利用した冷却方法に着目し、

効果的な利用方法を検討することを目的とする。 

 

（３）先行研究 

長崎県立長崎南高等学校の令和3年度の研究

で、気化熱を利用した簡易クーラーが容器内の温

度を低下させることが確認されている。 

 

（４）研究仮説 

先行研究から、ミストの水の気化熱により周囲の

温度が低下すると考えられる。ミストを多く噴射すれ

ばするほど温度は低下するが、それと同時に湿度

は上昇する。そのため、ミストを多く噴射すればする

ほど効果的であるとは言えず、最適なミストの量が

存在する。 

２．研究方法 

（１）使用機材 

本研究では、以下の機材を用いた。 

 霧吹き【右の写真】 

 温度計【右の写真】 

 湿度計（温度計と兼用） 

 ストップウォッチ 

（２） 実験条件 

測定は容積が5m*5m*3m=75m^3

の部屋で行った。温度計・湿度計

は部屋の中心、かつ床から1.25m離

した位置に設置した【右の写真】。

実験開始時の気温は22.6℃、湿度

は62％、体感温度は23.4℃であっ

た。また、霧吹きの１回あたりの噴射

量は0.95㎖であった。 

 

（２）実験手順 

実験手順は以下のとおりである。 

1. 霧吹きを使って決めた回数だけミストを噴射す

る。決めた回数は２０回,６０回,１００回である。 

2. 噴射終了を0秒として、300秒経過するまでの

気温と湿度を30秒毎に測定する。 

3. 測定した気温と湿度から体感温度を計算して

求める。 

4. 各試行回数の平均値を計算し、冷却効果を

比較する。 

 

（３）体感温度について 

体感温度は温度より人間の感覚に近い温度であ

るとされている。体感温度を算出するために、以下

の式を使用した。 

Tm=37−
37−𝑇

0.68−0.0014ℎ+
1

1.76+1.4𝑣0.75

− 0.29𝑇 (1−
ℎ

100
) 

【 Tm=体感温度 T=気温(℃) h=湿度(%) v=風速(m/s) 】 

また、屋内で計測したためv=0.2として計算した。 

 

 

 

 

 

 



令和6年度STI課題研究 物理分野506班

 

 

 
 

３．結果 

結果を示したグラフは以下のとおりである。 

20回  60回  100回 

 

４．考察 

噴射回数20回, 60回, 100回を比較すると、温度

は60回噴射したとき最も低下した一方で、湿度は10

0回噴射したとき最も上昇した。また、どの場合も体

感温度は低下したが、その幅は60回噴射したとき

が最も大きかった。ただ、各指標の変化は限定的

であった。 

温度は60回噴射したとき最も低下したことから、ミ

ストを多く噴射すればするほど温度が低下するとは

言えない。湿度は100回噴射したとき最も上昇した

ことから、ミストを多く噴射すればするほど湿度が上

昇すると考えられる。また、体感温度は60回噴射し

たとき最も低下したことから、噴射回数20回、60回、

100回のうちでは60回が最も効果的なミストの量だと

言える。ゆえに、ミストを多く噴射すればするほど体

感温度が低下するとは言えない。過剰に噴射する

と湿度が上昇し、かえって体感温度が上昇する。 

したがって、ミストは適切な量を噴射することで体

感温度を低下させる効果があるといえる。 

 

５．結論 

本研究から以下のことが分かった。 

1. ミストは体感温度を低下させる効果がある。 

2. ミストの噴射量が多ければ多いほど効果があ

るわけではなく、最適な噴射量が存在する。 

3. 適切なミストの使用は夏を快適に過ごすため

に有効である。 

 

６．今後の課題 

本研究では水を用いた実験を行ったが、その冷

却効果は限定的であった。今後は、アルコールな

どの揮発性の高い液体を使用した場合の効果につ

いても検討し、より効果的な冷却方法を探求する。 
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